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In this paper, I pay my attention to a space of the Singaporean waterfront. For the reason that paid 
my attention to the space of the waterfront, the area of Singapore has only the area that is equal to 23 
wards of Tokyo. Therefore Singapore filled up the sea and increase land newly. It has the history that 
developed the country. It may be said that there is the close relationship between development of 
Singapore and the space of the waterfront. 
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１． はじめに 
（１）研究目的・方法 
1821 年にイギリス人のラッフルズがシンガポールに
上陸し、都市計画が引かれたときから、その歴史は色濃
く描かれる。都市形成が進む過程において、元々の国土
の狭いこの国では海を埋め立てることで領土を拡大し、
その成長を促してきた。このようにして新しく造られる
水辺空間は、その時代に求められる機能が集まる宝庫と
なっていたに違いない。この水辺空間の価値こそがシン
ガポールの都市形成に影響を与えていたといっても過言
ではないだろう。 
本論ではその水辺空間に注目してシンガポールの都市
形成を見ていく。時代ごとにおける水辺空間の利用法や
存在価値を知ることで、シンガポールの都市形成を明ら
かにする事を目的とする。 
本論では、ラッフルズが上陸した年(1821)から、第一
次世界大戦が始まるまで(1945)までを対象とする。章ご
とに時代の流れを追いつつ、その中でもシンガポールの
都市に著しく影響を与えたとされる要素を抜粋し詳しく
述べる事とする。 
 1 章では、ラッフルズの上陸年(1821)から 1860 年まで
を取り上げる。イギリスの植民地となって間もない頃の
この時代を植民都市時代と定義し、植民都市ならではの
水辺空間の利用法を知り都市形成をみていく。 
 2 章では、1821 年のラッフルズの計画図より区分けが
された地区のなかで、特異な都市形成をしていたアラブ
マレー地区に焦点をあてる。 
 3章では 1860年から戦前の 1945年までを対象とする。
この時代のシンガポールでは、貿易の発展と共に都市が
急激に成長する時期であり、港湾都市時代と定義する。
それに伴って新たに作られる水辺空間に注目し、都市形
成を追う。 
そして、シンガポールの都市を描く絵図には、水辺空
間と街並みを同時に映し出しているものが多い。そうし
た絵図は必ずしも事実を描いていたわけではないだろう
が、都市に対する理想や思いが反映されているものと思
われる。加えて古地図には事実的な構成で都市風景が書
かれているはずであり、それとの比較も水辺空間を図る
上では必要であろう。 
各章において、こうした資料から水辺を構成する要素
を抽出し、機能や用途を知り、その時代における水辺空
間の都市のなかでの位置を図る事はシンガポールの都市
形成を明らかにする事が出来る方法と考える。 
 
２． 植民都市 
（１）計画下の都市形成 
ラッフルズがシンガポールの都市を計画したものは、
シンガポールの成長を長期的に見込んだものであった。
強いては、シンガポールに住まう人の生活が豊かである
事こそがシンガポールの国としての成長につながるとラ
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ッフルズは考えていた。そこで、シンガポールの都市を
用途によって細かく区切り、民族によって居住区を与え
るなどそれぞれにその区域で最適だとされる計画をラッ
フルズは練るのである。 
例えば、都市中心部に置かれた官庁や裁判所、教会や
教育施設はゆとりを持たせた敷地構成にあり、西洋人達
に憩いや安らぎを与えていた。また華人居住区では、華
人達の生業が船を利用した商業であることを考慮して水
際に沿って密度のある都市が考えられていた。 
 
 
図１ ラッフルズの都市計画図(1821) 
 
（２）実現された都市 
 植民地時代のシンガポールの都市形成の特徴は、前項
に述べたラッフルズの計画が土台にあったこともありそ
れぞれのまちが全く違う面持ちで形成されていることで
ある。それは、それぞれの場所における水辺空間の存在
価値を知ることでより理解することができる。華人居住
区は水辺空間が生活の場と同義にあり、常に水辺と都市
内部とをつなぐように道路が通され構成されていた。そ
れに対して西洋人居住区では、水辺空間は美しい景観を
魅せる場として存在し、それを眺めるため都市内部では
ゆとりある街並みが形成されていた。このように植民地
時代のシンガポールでは、それぞれの民族が指定された
区域において水辺空間に対する違った価値感を持ち、そ
れが都市全体の形成に影響していたといえる。 
 
 
図２ 海からシンガポールを見る(1850)  
 
 
図３ 華人居住区(1847) 
 
 
図４ 西洋人居住区(1852) 
 
３． 宗教都市 
（１）計画下のマレーアラブ地区 
マレーアラブ地区では、ラッフルズが上陸する以前か
ら、スルタンという指導者のもと住民たちの強いコミュ
ニティーが形成される事で都市が保たれていた。さらに、
そこにはイスラム教を信仰し、モスクを聖地としてお祈
りをささげるという共通意識の存在もその結束を高めて
いた。 
（２）実現された都市 
イギリスによるシンガポール統治が本格化していくに
つれ、今まであまり関与されていなかったマレーアラブ
地区にもついにその手が加わる事となる。このイギリス
政府の介入により、スルタンが作り上げてきた都市は新
しく生まれ変わっていく。 
その変化は、やはりこのエリアで多大なる力を持って
いたモスクを中心とした都市形成であった。しかし、古
地図を追ってその変化を辿ることで、モスクを中心に置
くために欠かせない軸の存在が明らかになった。 
その軸は海に通じる道であり、モスクは常にその軸と
軸の間に存在している。この軸によって外部から人を呼
び、その中に内まって存在する宗教空間に招き、留まら
せる。この構成は、都市が拡大し、新しくモスクが作ら
れる時にも継承されるものである事から、マレーアラブ
地区の都市形成を決める要となっていたと考えられる。
さらに唯一都市が変化を見せるのが、この軸と軸の内部
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だけであることもその根拠である。こうした、都市の移
り変わりは他のエリアに比べてとても小さいものであっ
た。 
このようにマレーアラブ地区の都市形成は、水辺空間
と直接的に関わりをもつような、その存在価値から都市
が形成されているわけではなかった。だが、やはりその
都市形成には水辺空間が影響していないわけではなかっ
た。マレーアラブ地区における水辺空間は間接的に意識
されるものであり、都市はその影響を大いに受けて形成
されていたといえるのではないか。 
 
 
図５ 古地図に見る都市形成比較 
 
４． 港湾都市 
（１）起点 
1860 年以降のシンガポールにおいては、貿易商の出現
やスエズ運河の開港による欧亜間の貿易の増加、さらに
は船の動力が風を受けて走るものから、石炭を利用した
ものに変わったことがきっかけとなり、港としての需要
が急激に拡大し、都市が変わっていった。ここに起こる
都市の変化は、埋め立てによる国土の拡大など目に見え
る程規模が大きいものであった。こうして出来る新しい
水辺空間には、これまでとは違う価値が生まれ都市形成
がされていく。 
（２）時世につぐ都市構造 
ａ）Telok Ayer Bay の埋め立て 
港湾都市として、その地位を確立させようとしている
シンガポールに起こる変化は、次のようなものであった。
まず南北方向において新しい港と都市中心部を繋ぐよう
に新しく道路が通され、路面電車が走るための線路がひ
かれる。それは中心部からは離れた場所にある港で荷揚
げされた荷物を円滑に都市中心部に届けるためであった。
そして、都市内部から海を見る東西方向に関しては、も
ともと存在していた道が埋め立てにより新しくできた土
地に延長され道路が延びるといった以前の都市を継承す
るような変化が起きていた。 
 
 
図６ 1846 年と 1894 年の古地図を比較する 
 
こうしてできた新しい水辺空間は、以前のものとはま
るで違った街並みを形成するようになる。一章に見たか
つての水辺空間は、そこに船をつけ、荷物を運びだす華
人達で溢れていたような光景であった。しかし、この時
代の水辺空間を構成するのは、港湾都市シンガポールを
象徴するかのような、貿易会社や銀行や取引所などの企
業の存在であった。しかもそれらは、自身の野望を外観
や高さに表現するような、印象的な建物達ばかりであっ
た。そして、水辺にはポールが立てられ、水と陸との境
界がはっきりと敷かれている。 
 
 
図７ 新たな水辺空間(1890) 
 
しかし、先ほどに見たように、海に向かう方向に対す
る軸が継承されていることから、水辺と都市内部におけ
る関係は切れていないと考えられる。そこで、以前この
辺りの水辺を利用した華人達の生活を追ってみる。 
すると、その生業のあり方に変化がないことがわかっ
た。この時代においても、華人達は船運を利用した商業
を展開していたのだ。しかし、その中心地となるのは海
側にある水辺ではなく、川岸にある水辺であった。海と
切り離されてしまった生活は、内陸の川沿いに沿ってま
た同じく展開されていた。 
ｂ）Beach Road の変遷 
シンガポール川北側のエリアでは、西洋人の住宅がホ
テルに変わるなど、機能の転換が見られた。そしてその
ホテルの建物の形態の変化から、水辺空間の存在価値の
移り変わりを見ることができる。かつては海を眺めるな
ど外部の風景を取り込むことで特別な価値を提供してい
たホテルは、いつしか中庭をつくるなどホテル内部にお
いても美点を作り出すといった要素が見られ、ホテル自
体に装飾を持つようになる。これは外部から見られるこ
とを意識するようになったことの表れであると考える。
こうして、シンガポールの都市は外部の訪れを歓迎する
ような都市が造られていく。 
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シンガポール川河口にみる都市形成はまさにそれが如
実に現れているといえる。このエリアに川を挟むように
して立ち並ぶ建物は、そのどれもが川に正面を向ける事
で外部から訪れる船を歓迎し、都市の内部へ引き込むよ
うな構成をしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図８ シンガポール河口部の様子 
 
 
図９ Victoria Memorial Hall(1910) 
 
 
５． 結章 
本論文では、１章から３章にかけて、「水辺空間を見
ることでシンガポールの都市形成がわかる」という仮説
を検証していくために、シンガポールが大きな変容を遂
げていった植民都市時代(1821 年～)から港湾都市時代
(1860 年～1945 年)に焦点を当てた。これにより水辺空
間と都市形成との関わりを論じてきた。 
１章では、植民都市として位置づけられる時代のシン
ガポールについて述べている。都市形成における華人居
住区と西洋人居住区のそれぞれの民族間の差異が水辺空
間の使われ方に焦点を当てることで、明らかになった。
華人居住区における水辺空間は生活空間と同義であり、
このエリアに通る道は常に水辺と内陸部をつなぐことで
都市が形成されていた。そして生活の効率化を図るため、
建物(住居・倉庫)は水辺に沿って密集して立ち並ぶ光景
がみられた。それに対し、西洋人居住区における水辺空
間は美しい景観を提供する場として存在していた。その
ため広場を設けたり、敷地を広く取ったりすることでど
こからでも海を臨めるようなゆとりを持った都市形成を
していた。 
このように1821年から 1860年までの植民都市時代の
シンガポールの都市形成は民族性が象徴されるものであ
った。この時代の水辺空間は、当時の民族性によって使
われ方は異なるが、水辺空間の存在価値が都市に影響を
与えていたことがわかる。 
２章では、マレーアラブ地区における水辺空間と都市
形成の関係性を見てきた。このエリアでは、水辺空間だ
けを部分的に見てもその変化は感じられない。マレーア
ラブ地区では、宗教空間が中心となって都市が造られて
いた。そして、古地図を辿ることでその構成を決めるの
に欠かすことの出来ない海に開かれた軸が存在すること
が明らかになった。宗教空間は、新しく作られる時にも、
常にこの軸と軸に挟まれた街区の中にあるように構成さ
れていたのだ。この軸が、外部から人を呼び、その軸と
軸に挟まれた内に存在する宗教空間に招き留まらせると
いう構成を上手くつくりだし、都市を形成する要となっ
ていた。 
マレーアラブ地区の都市形成は、他のエリアのように
水辺空間と直接的に関わりをもち、その存在価値から都
市が形成されているわけではなかった。だが、やはりそ
の都市形成には水辺空間が影響していないわけではなか
った。マレーアラブ地区における水辺空間は間接的に意
識されるものとして存在し、都市はその影響を受けて形
成されていたといえる。 
3 章では港湾都市としてのシンガポールの都市形成を
みている。港湾都市として円滑に機能するために、港を
整備するなどの埋め立て事業が一斉に起こるのがこの時
代の特徴である。新しくできる土地において、海に向か
う軸が継承されていることから、住民の生活と水辺空間
の関係は切っても切れないものであることがわかった。
そして、新しく形成された水辺空間は、他国から訪れる
船を迎えるためにあり、そのために必要となった銀行や
ホテルが新たに建設される。しかも、これらの建物はそ
の野望や思いを外観の装飾や高さに表すような印象的な
面持ちであった。ここから、見られることへの意識が高
まっていることが理解できた。 
シンガポール川河口にみる都市形成にはまさにそれが
如実に現れていて、シンガポールの玄関口となる場所に
シンボルとなるにふさわしい Fullerton Buildingの存在
を確認できる。まずはこの印象的な建物で歓迎し、都市
内部へと招くという構成がとられていた。 
このように 1860年以降のシンガポールの都市形成は、
外観を美しく着飾り、生活観を内に秘めたものであり、
それは水辺空間の存在価値の影響を大いに受けたもので
あった。 
本論に述べるのは水辺空間に限っては植民都市から港
湾都市へ移り変わるシンガポールの風景を物語るような
活きた空間であり続けたことである。こうした水辺空間
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の価値が移り変わる事により、都市形成が起こり、シン
ガポールの発展を促してきたといえるのではないか。 
現代にみるシンガポールの都市は、外観ばかりが目立
つ派手な建物で構成されていて、そこから歴史を想像す
ることは難しいが、この現在のシンガポールの街並みも
水辺から影響を受けたものかもしれない。 
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